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丑【調 査 法

　房総半島は我が国では広い面積を有する半島として，論義半島，紀伊半島，大隅半島，薩摩半島

とならび，その植生はきわめて変化に富み多様性を示している。寓津地区を中心に7km圏，30

km圏の現地調査を行い三浦半島，横浜・川崎地区の一部を含め植生調査資料が得られた。さら

に1974年から継続して行なわれてきた未発表資料の房総半島の植生調査資料を加え植物群落の

比較が行なわれた。1974年以前に植生調査された二分に対しても新しい視野で比較することが

試みられ再調査された。さらに現地調査を主体として寓津周辺30km圏の現存植生図が縮尺1：

100000で描かれた。爽京湾沿岸の埋立地における環境保全林形成の基礎として，寓津地区7km

圏の現存植生図，潜在自然植生図が縮尺1：10000の地形図に描かれ，環境保全林，保全緑地の

形成に対する諸提案が行なわれた。

1．植生調査法

　植物群落を調査するには多くの方法が使われているが，植物群落と立地，あるいは人為的影響

と植生との関連や植物群落どうしの関連を比較するにはBraun－Blanquet（1964）セこよる全推定

法を用いた植物社会学的方法が一般に理解されやすい。群落の全ての種組成は，他の鯛々の指標

よりも，総合された環境との関連をよりょくあらわしている。富津地区を中心に71｛m圏および

30km圏の範囲において比較的自然植生に近い構成種をもつ均質な植分（Bestand）を中心に，人

為的影響下に持続して生育している植林や二次林，あるいは路上雑草群落や耕1乍地雑草群落まで

含めたあらゆる植生について植生調査（Vegetationsaufnahme）が行なわれた。

　植生調査に際しては，調査対象地域内の全出現種について階層別に完全な種のリストがつくら

れた。群落階層は森林のような多層群落については高木第1層B正（BaumSChicht－1），亜高木層

あるいは高木第2層B2（Baumschichレ2），低木層S（Strauchschlcht），草本層（Krautschicht），

コケ層（Moosschich£）に分けて各層の二三被度があたえられた。ついで各層の出現種について

優占度（Artm翫htigkeit）は全1登i定法（Gesamtschatzung；Braun－Blanquet　l964）セこより，三度

（Soziabilitat　5階級，　Ellenberg　1956，　Brau登一BlaRquet　1964，宮脇1967，1969）とともに量的

測度が与えられた。植生調査の一例はTab．1に示されている。植生断面および土壌断面も必要

に応じて記録された。

　調査植分の隣接群落，人為的影響の有無や程度，調査地点の微地形，土壌条件など現地で判定

できる範囲で，できるだけ多くの立地条件についても記録された。

　被度，群度の階級や植生調査例は以下のような群落測度によって調べられている。

　a．優占度（被度Bedeck職gsgrade：植物の各種（類）が空間を占めている割合。　Brau11－Bl－

　　　anquetの優占度は現在では被度と同一化した内容として用いられている：KIlapp！97！）

　　5～rの7段階に分けられている。
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　　Tab・1　植生調i査の一葎l

Ein　Beispiel　der　Vegetationsaufnahme
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B14・4スダジイ

　4・3　ホノレトノキ

　　！・！イロハモミジ

　　十　ハゼ

S　3・3イズセンリョウ

　！・2ヤブツバキ

　1。2イヌビワ

　／・2サカキ

　1・2イヌマキ

　1・1シロタモ
　　率　アリドオシ

　　十ホルトノキ
　　十　アズマネザサ

　　十　クロガネモチ
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　　　　　　　　　　　　　Fig．15森林の階層．模式

　　　　　　　　　Schematlsche　Darstellung　der　Waldschichten

5：対象とされる植物が調査面積の3／4以上を占めている。

4：対象とされる植物が調査面積の1／2～3／4以上を占めている。

3　：　　　　　　〃　　　　　　　　1／2～1／4　　　　　〃

2：きわめて個体数が多いか，または少なくとも調査面積の1／20～1／4を占めている。

1：個体数が多いが，．被度は1／20以下。
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　　　Fig．16　Braun－Blanquetによる丁度の配分模式

Schematische　Verteilung　der　Soziabilitat　nach　Braun’Blanquet（1964）
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　　　　Fig．17　Braun－Blanquetによる被度の配分模式

Schematische　Verteilung　des　Deckungsgrades　nach　Braun・Blanquet（1964）

　　＋：きわめて低い被度で，わずかな個体数（1～5本）。

　　r；きわめてまれに最小被度で出現する。

　b．群度：調査地内に個々の種（類）ごとの植物個体がどのように配分されて生育しているか

の測度。

　量の多少には薩接関係しない。ふつう5階級に分けて判定される。

　　5：ある植物が調査地内にカーペット状に一面に生育している。

　　4＝大きな斑紋状，カーペットのあちこちに穴があいているような状態。

　　3：小群の斑紋状。

　　2：小群状。

　　1：一生。

　植生調査面積は種数一面積曲線による最小面積（Min墨mum－Area1）（割1務1967）以上の大きさ

がとられた。調査面積はあまり大きくすると群落の異質な部分が混入するおそれがある。一般に

植生調査に際しての調査面積の大きさはだいたい次の尺度に従っている。

　高木林（亜高本層を含む）………………・………・一150～500m2

　低木林（下層は草本層のみ）………………・・一……50～200m2

　ススキ草原（薄薄草原）………………………………25～100m2

　シバ草原（蕪蒸草原）………・……・…・…………………！0～25m2

　その他の草原（低茎草原，湿原など）…・……一…・…1～20m2
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　耕地雑草群落………・一一…………・…・・……………25～100m2

　コケ群落　・……………・・………・・………・……………・・…・1～4m2

　地衣群落…………・…・…・……………・・…一…………0．1～1m2

　調査区の形は群落の生育配分状態によって均質な群落内を選んで自由な形にとられた。種の生

活力についてはとくに口につくものについてのみ記録された。生活力の判定は細かく区分するほ

ど主観が入りやすいので，実際の野外調査ではとくに生活力の弱い種についてのみ，優占度（被

度）・群度の：右肩に○印を2・2。のように付記した。

2．　群落組成表の作製

　現地調査で得られた調査資料は，ほぼ同じ群落に属すると考えられる資料ごとにまとめられ，

それぞれの群落組成表に組みこまれた。優占する植物，生活形を同じにする植分などにまとめら

れる。5mm方眼紙を利用し，以…ドの手順で常在度（Stetlgkeit）の高い種，群落区分種（Tren疑

arten　der　Gesellschaft）あるいは群集標徴種および区分種（Kenn－und　Trennarten　der　Asso・

z…a毛ion），群集以下の単位の区分種（Trennarten　der　u凱eren㌫nheiten）の発兇に務められた。

　1．植生調査資料（アウフナーメ）のく蜜表（Rohtabelle）”へのまとめ

　2，素表をくヒ常在度表（Stetigkei織abelle）”に常在度の高いものから並べて書きかえる。

　3．　く喫部分表（Te圭ltabelle）”の利用による識別種，区分種（Different宝alar£en；Trennarten）の

　　発箆。

　4．局地的に有効な識別種群，区分種群（Differentialarten－GrupPen；Trennarten・GrupPeの

　　の有無による《識別種表，区分種表（Differentialarten－Tabelle；Trennarten－Tabeile）”への

　　組みかえ。

　5．q総合常在度表（Ubersichtstabelle，“R6mische”Tabelle）”の比較による標三種の発見。

　6。識別種表，区分種表から『洋集表（Charakterisierte　Tabelle）”や群落表（Gesellschafts－

　　tabelle）への組みかえ。

　とくに3の部分表については何回も組みかえが行なわれた。5の総合常在度表による比較では

類似した相観をもつ少分の関連や，さらに上級単位の標徴種の発見が滞能となった。

3。植生図の作製

　植生図（Vegetationskarte；vegetatio訟map）は，各論分についての植生調査資料（Vegeta－

tio賂au熱ahme；Aufnahmeアウフナーメ）を群落組成表により比較検討された結果，科学一般

に用いられる類型化の概念により，抽象化された植生単位の具体的配分を地図上に描いたもので

ある（Braun－Blanquet　1964，　T甑e篇1956，宮脇1967，1968他）。

　植生図には，現在生育している植生の配分図としての現存植生図，現在人為的な影響を一切停

止した場合に成立が可能と考えられる潜在能力を自然植生で示した潜在自然植生図，人為的な影
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響が加わる直前の自然状態を復元した原植生復元図の3つがある。また直接の植生配分でなく，

環境を復元させた時に生育できる植物群落配分は立地図として示される。

D　富津地区周辺現存植生図（30k膿圏）（縮尺1：10000G）

　第1回現地調査および1972～1979年目かけての今回の対象地域の未発表の植生調査資料より現

存植生図凡例が作製され，第2圓以降の現存植生調杏において，縮尺1：50000の地形図を基礎

に現地で植生の広がりが色鉛筆で色別された。第2回以降の調査では広く踏査可能な地域につい

ては現地に入り車山や徒歩により植生図原図が描かれた。

　室内で縮尺1：50000の原図を基礎に，三三浦半島は1978年，横浜・川崎・藤沢地区は1979年，

房総半島は1974年撮影の空中写真で群落の広がりが確認され清書された。とくに房総半島の空中

写真は古く，地形の変化，植生の変化が著しい地域もあり，魚偏（湾岸および新興住宅地，さらに

清和有料道路付近についてのみ1979年撮影の空中写真を参考に清書された。

2）　富津地区周辺植生自然点図（30km圏）（縮尺1：100000）

　密津地区周辺現存植生図を基礎に，一般的に利用されている環境庁が実施した植生自然度の凡

例により，現存植生の各群落が区分された。

　植生自然度のわけ方には目的・基図の縮尺，調査期間などによりV～1段階，X～1段階，さ

らにV～1を細分した段階など多くのわけ方がある。今1亘iは縮尺．！：！00000の小縮尺の現存植

生図と固じ縮尺であるため，現存植生を翻訳することがもっとも適当である。したがって環境庁

で使われたX～1段階の凡例が適用された、，

　3）　富津地区現存植生図（7km圏）（縮尺1：10000）

　縮尺1：10000の地形図に現存植生を識別するには，現地調査による現存植生図の原図作製

が適している。窩津地区7km圏において，植生調査と平行し，確認された植生については現地

で地形図上にできるだけ記載された。さらに品目作業により，2倍焼き伸ばしされた1970年撮影

の空中写真を参考に櫨生の広がりが修正された。空中写真で新しくみとめられた植分については

現地で再確認され地形図に示された。

　縮尺1：10000の地形図では，時に1本目大きな樹冠の木も示すことができるが，今圓は植

物群落の分布を具体的に示すための現存植生図作製が目的で単木については省略された。

　4）　富津地区潜在自然植生図（7km圏）（縮尺1：10000）

　現地調査により得られた植生調査資聡1より自然植生と代償植生の群落関連が示された。潜在自

然植生図は，現在人為的影響を一切停止したときに考えられる，対象とされる立地がささえられ

る自然植生を具体的に地形図上に示された図である。
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　したがって，現存植生の自然植生と代償植生の人為的影響に対応した関連，自然植生と自然環

境（地形，土壌条件，水分条件など）の椙互関係を明らかにし，潜在自然植生図作製指針がつく

られた。

　潜在自然植生図作製士旨針を基礎に現地で，潜在自然髄生原図が昇liかれた。室内で現存植生図を

基礎に，さらに地形，地質，土壌の資料もあわせて参考にして考察し，最終的に清書された。


